
OSIPP政策フォーラム

屑平林博氏講演会「体験的外交論」

大阪大学大学院国際公共政策研究科（OSIPP）では、さまざまな分野の公共政策の最前線でご活

躍されている実務家や有識者と政策討論や意見交換を行う場として､ＯＳIPP政策フォーラムを開

催しています。今回は、その一環として下記の要領で平林博氏（公益財団法人日印協会理事長、

日本国際フォーラム副理事長、元駐インド日本国特命全権大使・元駐フランス日本国特命全権大
使）をお招きします。ふるってご参加下さい．

記

日時：２０１１年１１月１０日（木）１３時００分～１４時３０分

場所：豊中キャンパス・大阪大学会館１階アセンブリーホール

講師：平林博氏（公益財団法人日印協会理事長、元駐インド日本国特命全

権大使、元駐フランス日本国特命全権大使）

演題：「体験的外交論」

陰霊室蕊

漣「
Ｉ

＜一般公開・参加費無料＞

平林氏は「切れ味の良い外交官」として知られ、特に米国で公使、フラ

ンスとインドで大使を務められました◎駐印大使としては、核実験以降急

速に悪化した日印関係の改善に奔走され、森喜朗総理（当時）の訪印を成功

させる等、今日の日印関係の基礎を築かれました。更に、駐仏大使として

も、シラク前大統領と親交をむすび、サルコジ大臣〈現大統領）とも親し

く接し、また国連安保理改革と日本の常任理事国入りへの支持を取り付け、

イラク戦争による米仏関係の困難な時期に対フランス日本外交③前線に立

つなど、大きくご貢献されました。外務省本省での要職の他、村山富市首相および橋本龍太郎首
相の外交補佐官（内閣外政審議室長）として、外国訪問やサミットなどにも同行し、また首相特
使として機微な外交に当たられ、４４年間にわたり日本外交に多大な寄与をされました．
今年２月に催された第１回目のご講演では、「躍進するインドと日印戦略的グローバル・パー

トナーシップ」という演題でお話いただき、その際の大きな反響を受け、今回第２回目のご講演
を開催するに至りました。本講演では、これまで外交官としてご活躍してこられた氏のご経験を
もとに、日本外交の重要課題とあり方についてお話しいただきます。貴重な機会ですので、ぜひ
お誘いあわせの上、ご参加ください．

また､氏のご著書である､『フランスに学ぶ国家ブランド』(朝日新聞出版)と『首脳外交力』(ＮＨＫ
出版)に絡めたお話もしていただく予定です。ご講演により興味を持って頂くため、ご希望の方に
は、先着順で平林氏直筆のサインが添えられた上記二冊のご著書を配布いたしております。数に
限りがございますので、お早めにお申し込み下さい。

＜お問い合わせ先＞

参加。ご著書を希望される方は、上記ＱＲコードにアクセスし、参加申込フォームにてお申し込
み下さい。

ＱＲコードによるお申し込みができない方、その他ご質問等は下記までお願いいたします錘

問い合わせ先：gaikofbrum◎gmaiLcom（スパムメール防止のため＠を◎に変えています）



その他、次のポストに就き現在に至る

（財）日本国際フォーラム副理事長

東アジア共同体評議会常任副議長

グローバルフォーラム有識者世話人

早稲田大学大学院国際学術院（アジア大平洋研究科）客員教授

東芝、三井物産、第一三共、ＮＨＫプロモーション：各独立社

平林博氏略歴

1940年５月５日

1963年３月

1963年４月

1963-65年

東京生まれ

東京大学法学部卒業

外務省入省

フランスのボワティエ大学及びエックス・アン・プロヴァンス

大学に留学

日本では、外務本省、通商産業省（出向)、在外ではイタリア、

フランス、中国、ベルギーの大使館勤務

また、ハーバード大学国際問題研究所フェローとして、中間研修

外務大臣官房総務課長

在アメリカ合衆国大使館経済公使、在勤中に特命全権公使に昇格

外務省経済協力局長

内閣外政審議室長（村山及び橋本総理の外交政策補佐官兼調整役）

駐インド特命全権大使（ブータン兼任）

駐フランス特命全権大使（アンドラ兼任）

特命全権大使（査察担当）

退官

（財）日本国際フォーラム参与
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２ (財）日印協会理事長就任（現在は公益財団法人日印協会）

1982年

代表理事理事長就任

2001-2年

2007年

:各独立社外取締役

萱1迄
ハーバード大学国際問題研究所論文「日米外交政策決定過程の比較論」（英文）

同上・日米関係プログラム論文「日本の東南アジア外交」（英文）

月刊誌『外交フォーラム』に、１年間にわたり、「デリー便り」連載

月刊誌『諸君！』１１月号に「"フランスの小泉”サルコジ大統領のサプライズ

対中政策」を掲載

自由民主党月刊機関紙『自由民主』２００７年１２月号に、森喜朗元総理（日印協

会長）と対談「インドを大切に思う、その理由は」を寄稿

「JapanandlndiaasPartnersfbrthePeElceAndStabilityofAsia」

AJISS(国際問題研究所のｗｅｂ版の英文論文コラム）

『フランスに学ぶ国家ブランド』（朝日新書２００８年５月発刊）

『首脳外交力、首相!あなたがメッセージです!』（ＮＨＫ出版協会２００８年８月発刊）

「躍進するインドとその戦略的重要性」（日印協会vveb版季刊誌「現代インド・

フォーラム」２０１１年冬季号http:"wvvvvjapan-india・com）

「親日大国インドとの戦略的関係を強化せよ」（月刊誌『時評』２０１１年１月号）

日本のほか、米国、インド、フランスにおいて講演、投稿、紙上対談など多数

2011年

2007年

2ＤＣ７年

2,08年

2CO８年

2010年


